
学校名 相馬市立中村第二中学校 校長 菊 地 義 広
住 所 〒９７６－００２３ 福島県相馬市和田字北迫１８５－１３
ＴＥＬ ０２４４－３８－７１０１ ホームページアドレス

《中村二中のスローガン》 夢や希望に向かって
～とことんやる あきらめない みんなでやる～

＜津波の被害＞
東日本大震災によって、学区の沿岸部は大

きな被害を受けました。本校も、津波が南北
の道路を寸断し、一時孤立状態に陥っていま
した。
平成２３年度当初は、休校が続きましたが、

４月１８日から授業が始まりました。体育館
が約３ヵ月避難所となっていたため、図書室
で入学式をしたり、外で集会をしたりするな
ど、工夫しながら行事を実施していました。

＜伝統ある運動会＞
中学校で実施することが数少なくなってきている

運動会を継続して実施しています。震災直後の平成
２３年度の実施は見送りましたが、平成２４年度か
ら再開しました。
生徒会が中心となって企画・運営し、保護者や地

域の方々が参観する中、学級・学年の絆を大切にし
ながら、生徒たち自身が考え種目に精一杯取り組み、
中学校生活の思い出に残る楽しい１ページにしてい
ます。

＜部活動に力を入れて＞
スローガンを常に意識しながら部活動に取り組ん

でいます。今年も、吹奏楽部や特設陸上・駅伝をは
じめ、数多くの部活動が県大会に出場を果たし活躍
しています。
選手壮行会は、生徒会執行部が考えた応援メッセ

ージ（今年は、Never Give Up!）と全校生徒の寄
せ書きが書かれた応援幕をステージに掲げて実施し
ています。選手たちは、応援幕に込められた願いを
胸に抱き、ユニホームで引き繋がれている伝統を大
切にしながら、チーム一丸となって『心・技・体』
で大会に臨んでいます。

＜古い校舎を大切に＞
昭和４７年に建設された校舎は、震災にも耐えてきましたが、補修箇所が多くなって

きています。平成２５年度のスタートを前にした本年３月には、校舎の印象を少しでも
明るくしようとＰＴＡや地域のＯＢの方々が協力して校舎のペンキ塗り等の美化作業を
行いました。ペンキを塗り終えた廊下の壁面には、美術部の生徒たちが協力して、相馬
市の鳥「ウグイス」や四季の草花を中心に復興の想いを込めた絵画を描きました。
古い校舎を大切にしながら、感謝の気持ちを持って学校生活を過ごしています。


